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【今月号の表紙】fish, flying to blue

特別記事

特集

オープンダイアローグをめぐる最新の翻訳書
『開かれた対話と未来』の
読書会を誌面で再現

教えて先輩！　看護って何？
現場のどうしよう、困ったを
解消する看護理論　ウィーデンバック、レイニンガー
｜【原作】中村 創（精神看護専門看護師）【漫画】水谷 緑（漫画家）

｜斎藤 環（筑波大学・教授）

次 号 予 告 　2020年5月号

▶読者から届いた前号（1月号）への感想を紹介させてもらいます─。
感想：特集「LEAP」を見た時、「また新しいプログラムが出てきたの
か」と最初はうんざりしました。でも結論から言うと、これはめちゃくちゃヒッ
トでした。例えば電波攻撃をされているが自分は病気じゃないから薬を飲
みたくないという患者さんがいた時（27ページ）、「薬を飲むことで電波
攻撃を減らせるかもしれませんよ」と看護師が言うのは嘘をついているこ
とにはならない。そうした言葉は患者さん自身の感じ方、考え方をただ否
定せずに受け止めているだけであって、電波攻撃という現実性を肯定し
ているわけではない。逆に「電波攻撃なんてありません」と否定的に伝
えることは、患者さんとの関係性において全く生産的ではない、と書いて
あります。この記述は、これまで悩んできたスタッフを勇気づけると思いま
す。やっぱり「否定も肯定もしてはいけない」呪縛から逃れられない人っ
ていっぱいいると思うからです。─声を届けてくださってありがとうござ
います。「最初はうんざり」でも「めちゃくちゃヒット」って雑誌冥利に尽き
ますね。［石川］

編集後記

＊予定ですので、著者、内容含め変更になる場合があります。

連載
木田っちの、こんな所に
行ってきたっち。
「オーストラリアのトラウマケア」

◎木田塔子（東京大学3年生）

Focus
自分を表現する精神科看護師。
グラビアアイドルという道
◎榛名ゆきの
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